
NETWORK  2010-09 ❷❸ NETWORK  2010-09

大井沢診療所で保健文化賞を手にする志田周子医師（昭和34年9月）

大井沢に捧げた生涯

女医 志田周子が残したもの
無医村だった大井沢に

医師として戻った一人の女性

町民の皆さんに知ってほしい
村民の生活を守るため

人生の全てをかけた女性がいたことを

志田周子生誕100周年

往診先で

明
治
43
年 

10
・
28 

 

西
村
山
郡
左
沢
町
に
生
ま
れ
る

大
正
3
年 

3
・
31 

3 

父
荘
次
郎
氏
が
大
井
沢
小
校
長
に
栄
進
し
、 

 
 

 

大
井
沢
に
移
住

大
正
6
年 

4
・ 

6 

大
井
沢
尋
常
小
学
校
入
学

大
正
12
年 

3
・ 

12 

大
井
沢
尋
常
小
学
校
卒
業

大
正
13
年 

4
・ 

13 

山
形
第
一
女
学
校
入
学

昭
和
3
年 

3
・ 

17 

山
形
第
一
女
学
校
卒
業

昭
和
3
年 

4
・ 

18 

東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
入
学

昭
和
8
年 

3
・
22 

22 

東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
卒
業

昭
和
8
年 

4
・
6 

22 

医
師
免
許
証
取
得
、
付
属
病
院
医
局
勤
務

昭
和
10
年 

7
・
1 

24 

大
井
沢
診
療
所
医
、
村
医
、
学
校
医
と
な
る

 
 

 

（
土
蔵
に
仮
設
の
診
療
所
を
設
け
る
）

昭
和
11
年 

1
・
5 

25 

新
診
療
所
で
の
診
察
が
始
ま
る

昭
和
13
年 

2
・
8 

27 

母
せ
い
（
明
治
24
年
３
月
１
日
生
）
死
去

昭
和
14
年 

4
・
1 

28 

大
井
沢
婦
人
会
長
に
就
任
（
爾
来
20
年
間
）

昭
和
17
年 

9
・
27 

31 

西
村
山
郡
医
師
会
（
県
医
師
会
西
村
山
支 

 
 

 

部
）
よ
り
表
彰

昭
和
17
年 

12
・
10 

32 

山
形
県
医
師
会
よ
り
表
彰

昭
和
20
年 

3
・
21 

34 

弟
惣
次
郎
戦
死
（
一
年
後
に
公
報
入
る
）

昭
和
21
年 

4
・
1 

35 

郡
連
合
青
年
団
参
与

昭
和
21
年 

11
・
1 

36 

県
民
生
委
員
就
任

昭
和
22
年 

4
・
30 

36 

大
井
沢
村
議
会
議
員
当
選

昭
和
23
年 

9
・
1 

37 

大
井
沢
村
国
保
運
営
協
議
会
委
員
と
な
る

昭
和
25
年 

2
・
10 

39 

父
荘
次
郎
死
去

志
田
周
子
医
師
の
年
譜

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

年　

号

月　

日

年齢

記　
　
　
　

事

地
域
医
療
に
捧
げ
た
生
涯
と
は

１Chapter
　

当
時
、
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
た

大
井
沢
村
。
「
三
年
だ
け
で
い
い

か
ら
大
井
沢
に
帰
っ
て
く
れ
」
。

そ
ん
な
父
の
願
い
を
受
け
入
れ
て
、

無
医
村
だ
っ
た
大
井
沢
村
の
医
療

の
た
め
に
、
東
京
か
ら
帰
っ
て
き

た
志
田
周
子
女
医
。
村
医
と
し
て
、

村
民
千
五
百
人
余
り
を
診
療
す
る

日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
三
年
、
小
学
校
の
教

師
を
し
て
い
た
父
荘
次
郎
と
母
せ

い
の
長
女
と
し
て
、
左
沢
町
（
現

大
江
町
）
で
生
ま
れ
た
周
子
で
し

た
が
、
周
子
が
三
歳
の
と
き
、
父

の
転
勤
と
と
も
に
大
井
沢
へ
移
住
。

大
井
沢
小
学
校
長
な
ど
を
務
め
た

父
荘
次
郎
は
、
そ
の
後
大
井
沢
村

長
な
ど
の
要
職
も
歴
任
し
、
村
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
特
に
、
医
者
が
い
な
い

と
い
う
状
況
を
何
と
か
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
父
荘
次
郎
が
考

え
た
の
が
、
長
女
周
子
を
医
者
に

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
聡
明
で
、
活
発
だ
っ

た
と
い
う
周
子
。
父
の
期
待
を
一

身
に
受
け
な
が
ら
、
山
形
第
一
女

子
高
等
学
校
（
現
山
形
西
高
）
に

進
む
と
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、

父
荘
次
郎
の
意
向
を
汲
ん
で
、
東

京
女
子
医
学
専
門
学
校
（
現
東
京

女
子
医
大
）
に
進
学
。
東
京
で
の

学
生
生
活
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
周

子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
銀
座
で

の
買
い
物
や
学
友
た
ち
と
の
交
遊

な
ど
青
春
を
謳
歌
す
る
女
性
の
姿

が
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
八
年
四
月
、
見
事
医
師
免

許
を
取
得
し
た
周
子
は
、
そ
の
ま

ま
付
属
病
院
に
勤
務
し
、
東
京
で

の
生
活
を
続
け
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
勤
務
先
を
訪
ね
て
き
た
父
か

ら
の
ひ
と
言
が
、
周
子
の
生
涯
を

決
め
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。　

　

「
三
年
間
だ
け…

」
と
い
う
父

の
願
い
を
受
け
、
都
会
の
暮
ら
し

に
未
練
を
残
し
な
が
ら
も
、
大
井

沢
村
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
周
子

医
師
。
そ
の
間
、
父
荘
次
郎
は
村

長
と
し
て
県
に
診
療
所
の
建
設
を

依
頼
し
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
当
時
二
十
四
歳
だ
っ
た
周
子

医
師
は
、
そ
の
診
療
所
を
拠
点
に
、

村
医
、
ま
た
小
学
校
医
と
し
て
地

域
の
医
療
に
邁
進
。
し
か
し
、
医

局
勤
務
二
年
ほ
ど
の
経
験
し
か
な

か
っ
た
周
子
医
師
は
、
そ
の
重
責

の
中
で
苦
悩
も
少
し
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
ヤ
ブ
医
者
」
。
検
査
す
る
機

器
も
そ
ろ
っ
て
い
な
か
っ
た
診
療

所
で
は
、
診
察
に
も
限
界
が
あ
っ

た
た
め
、
都
市
部
の
大
き
な
病
院

で
の
検
査
を
勧
め
る
と
、
「
医
者

な
の
に
わ
か
ら
な
い
の
か
」
と
罵

声
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言

い
ま
す
。
し
か
し
、
村
民
の
た
め

に
と
、
診
療
所
に
寝
泊
ま
り
し
な

が
ら
、
二
十
四
時
間
体
制
で
診
療

を
務
め
た
周
子
医
師
の
姿
に
、
少

し
ず
つ
村
民
と
の
距
離
も
近
づ
い

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
母
せ
い
が
病
死
。

医
者
と
し
て
母
を
救
え
な
か
っ
た

現
実
に
直
面
。
さ
ら
に
跡
継
ぎ
だ

っ
た
弟
惣
次
郎
が
戦
死
し
、
「
三

年
間
だ
け
」
の
約
束
だ
っ
た
周
子

医
師
は
、
こ
の
時
大
井
沢
に
残
る

こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

「
何
に
ま
し
て
も
一
番
苦
労
し

ま
す
の
は
、
冬
の
仕
事
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
の
所
は
非
常
に
雪
が

深
い
も
の
で
す
か
ら
五
十
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
積
も
り
ま
す
の
は
ザ
ラ
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
時
に
よ
り
ま
す

と
一
昼
夜
に
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
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やまがたの宝

志田周子生誕１００周年

記念講演＆コンサート

　志田周子女医の生誕100周年
を記念して、直木賞作家高橋義
夫氏の講演と、アメリカを中心
に活動されているシンガーソン
グライターの岩瀬明美氏のコン
サートが催されます。
　町民の皆様も、ぜひこの機会
に志田周子というすばらしい女
性が西川町大井沢にいたという
ことを知っていただきたいと思
います。

▼記念講演＆コンサート
・期日：10月16日（土）
 　　　　　午後１時～
・会場：交流センター大ホール
・入場料：1,000円（全席自由）
　※チケット300枚限定

▼第一部　午後１時～２時半
志田周子生誕100周年記念講演
演題「よみがえる周子」
講師　小説家　高橋義夫氏

▼第二部　
　午後2時45分～午後4時15分
記念コンサート
　　　　　「周子に月と謳う」
出演：岩瀬明美氏
　　　ジェームズ・ホスキンス氏
曲目：志田周子女医に心ひかれ
　　　周子のために作詞・作曲
　　　した「月の山」のほか、
　　　10数曲を演奏予定。

▼チケットのお求めは
　交流センター
　（☎７４－３１３１）
又は、
　町総務企画課
　（☎７４－２１１２）
　　　までお問い合わせ下さい。

自
転
車
で
往
診
に
向
か
う
周
子
医
師

大
井
沢
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

昭
和
26
年 
4
・
23 

40 

大
井
沢
村
議
会
議
員
に
再
選

昭
和
29
年 

9
・ 

43 

大
井
沢
中
学
校
教
諭
室
岡
夫
妻
長
女
由
里
を 

 
 

 

生
後
２
ヵ
月
よ
り
昼
間
預
り
愛
育
す
る

昭
和
29
年 

10
・
1 
43 
町
村
合
併
に
よ
り
西
川
町
議
会
議
員
と
な
る

昭
和
30
年 

6
・
10 

44 
町
国
保
運
営
協
議
会
委
員
、
町
民
生
委
員
推 

 
 

 

選
委
員
、
町
社
会
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
る

昭
和
31
年 

6
・ 

45 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
田
輝
訪
問
「
僻
地
に
生
き
て
二
十 

 
 

 

年―

あ
る
女
医
の
一
生―

」
放
送

昭
和
31
年 

10
・
27 

45 

県
学
校
保
健
連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

昭
和
31
年 

11
・
3 

46 

県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

昭
和
31
年 

11
・
3 

46 

県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
る

昭
和
32
年 

3
・
16 

46 

県
社
会
保
険
協
会
よ
り
感
謝
状
を
受
け
る

昭
和
32
年 

3
・
21 

46 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
特
別
番
組
「
僻
地
に
生
き
る
」 

 
 

 

を
放
送

昭
和
32
年 

4
・
25 

46 

県
医
師
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

昭
和
32
年 

8
・
23 

46 

県
公
衆
衛
生
大
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る

昭
和
33
年 

7
・
18 

47 

村
山
地
方
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰

昭
和
34
年 

9
・
15 

48 

第
十
一
回
保
健
文
化
賞
受
賞

昭
和
35
年 

4
・ 

49 

室
岡
先
生
の
転
任
に
伴
い
、
由
里
が
山
形
へ

昭
和
36
年 

10
・
1 

50 

県
人
権
擁
護
委
員
に
任
命
さ
れ
る

昭
和
37
年 

5
・
1 

51 

が
ん
を
患
い
県
立
山
形
病
院
内
科
に
入
院

昭
和
37
年 

5
・
11 

51 

東
北
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
一
時
移
る

昭
和
37
年 

5
・
23 

51 

山
形
病
院
か
ら
桂
外
科
に
転
院

昭
和
37
年 

7
・
18 

51 

午
後
五
時
四
十
分
永
眠

志
田
周
子
医
師
の
年
譜
（
続
き
）

年　

号

月　

日

年齢

記　
　
　
　

事

２Chapter

志
田
周
子
の
生
涯
を
映
像
化

３Chapter 積
も
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
の
往
診
に
は
二
人
か
三

人
で
迎
え
に
ま
い
り
ま
す
が
、
と

て
も
あ
の
〝
か
ん
じ
き
〞
を
は
い

て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
苦
労
し
て
ス
キ
ー
を
習

っ
た
り
も
い
た
し
ま
し
た
」―

「
周
子
の
生
涯
」鈴
木
久
夫
著―

。

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
四
年
、
上
山

市
で
開
か
れ
た
第
二
回
社
会
医
療

東
北
学
会
で
の
講
演
「
僻
地
診
療

へ
の
随
想
」
で
周
子
医
師
が
話
し

た
も
の
で
す
。
冬
期
間
の
診
療
が

い
か
に
大
変
だ
っ
た
か
が
わ
か
る

内
容
で
す
。

　

一
方
で
、
歌
人
と
し
て
の
一
面

も
あ
っ
た
周
子
医
師
。
ア
ラ
ラ
ギ

派
、
結
城
哀
草
果
に
師
事
し
、
大

井
沢
で
の
暮
ら
し
の
中
で
の
心
境

な
ど
を
短
歌
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
―

「
西
山
に
オ
リ
オ
ン
星
座

か
ゝ
る
を
み
て
患
家
に
急
ぐ
雪
路

を
ふ
み
て
」
（
大
井
沢
小
中
学
校

前
建
立
歌
碑
よ
り
）―

　

こ
う
し
た
周
子
医
師
の
活
動
を
、

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
が
こ
ぞ
っ
て

取
り
上
げ
、
昭
和
十
七
年
八
月
十

八
日
刊
の
朝
日
新
聞
東
京
版
で
は

「
仙
境
に
咲
く
女
医
さ
ん
」
、
昭

和
三
十
二
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
「
僻
地
に
生
き
る
」
な
ど

が
放
送
さ
れ
る
と
、
多
く
の
励
ま

し
の
手
紙
や
葉
書
が
全
国
各
地
か

ら
周
子
医
師
の
元
へ
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
四
年
、
辺
地
医
療
に

献
身
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
周
子

医
師
に
、
東
北
で
初
と
な
る
「
保

健
文
化
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
快
挙
に
も
、
当
時
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
周
子
医
師
は
「
私

に
果
た
し
て
受
賞
に
値
す
る
業
績

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
答
え

て
お
り
、
周
子
医
師
の
謙
虚
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

村
民
の
健
康
と
生
活
の
向
上
を

願
い
、
何
よ
り
も
村
民
、
患
者
の

こ
と
を
優
先
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
た
周
子
医
師
の
体
に
、
突
然
襲

い
か
か
っ
た
病
魔
の
影
。
昭
和
三

十
七
年
五
月
、
食
道
が
ん
と
診
断

さ
れ
、
県
立
山
形
病
院
に
入
院
。

約
二
カ
月
の
懸
命
な
治
療
も
お
よ

ば
ず
、
五
十
一
歳
の
若
さ
で
帰
ら

ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
周
子
医
師
が
生
ま
れ

て
か
ら
、
百
年
の
節
目
と
な
る
年

で
す
。

　

自
身
の
人
生
の
全
て
を
大
井
沢

の
た
め
に
捧
げ
た
偉
大
な
女
性
の

生
き
方
を
後
世
に
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
唯

一
の
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
六
月
、
〝
や
ま
が
た
の
宝

「
志
田
周
子
」
資
源
活
用
化
実
行

委
員
会
〞
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
志
田
周
子
が
残
し
た
功

績
や
地
域
医
療
に
捧
げ
た
生
涯
を

地
域
の
宝
と
し
て
、
地
域
振
興
や

県
土
発
展
に
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
、
委
員
長
に
は
大
井

沢
区
長
の
志
田
義
郎
さ
ん
が
選
任

さ
れ
、
県
、
町
、
地
元
の
大
井
沢

や
関
係
機
関
の
方
々
な
ど
で
委
員

会
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
最
終
的
な
目
標
と
し

て
は
、
今
後
五
年
以
内
に
ド
ラ
マ

や
映
画
と
い
っ
た
映
像
化
を
掲
げ

て
お
り
、
今
年
度
は
生
誕
百
周
年

記
念
と
し
て
、
啓
発
事
業
を
主
に

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
方
々
か
ら
は
、
「
志
田

周
子
を
知
る
方
々
か
ら
話
を
聞
き
、

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
」
、
「
も
っ
と
地
元
の
方
や
、

県
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
山
形
市
在
住
の
作

詞
・
作
曲
家
の
佐
藤
敏
治
さ
ん
が
、

志
田
周
子
医
師
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

曲
を
制
作
。
さ
ら
に
山
形
市
出
身

の
歌
手
、
葵
ひ
ろ
子
さ
ん
に
歌
っ

て
い
た
だ
き
、
Ｃ
Ｄ
化
に
向
け
て

現
在
制
作
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
作
詞
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん

は
、
「
志
田
周
子
医
師
の
生
涯
に

感
銘
を
受
け
た
」
と
言
い
、
無
償

で
西
川
町
に
曲
を
提
供
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
月
十
六
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
岩
瀬
明
美
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
（
左
欄
参
照
）
で
歌
わ
れ

る
「
月
の
山
」
は
、
周
子
医
師
の

生
涯
に
心
ひ
か
れ
、
岩
瀬
さ
ん
が

作
詞
、
作
曲
さ
れ
た
歌
で
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
で
全
国
を
回
る
岩
瀬
さ

ん
が
、
そ
の
た
び
に
必
ず
歌
う
と

い
う
こ
の
曲
に
は
、
大
井
沢
の
医

療
に
全
て
を
か
け
た
女
医
の
姿
が

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
直
木
賞
作
家
高
橋
義
夫

氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
よ
み
が
え

る
周
子
」
と
題
し
た
講
演
も
行
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
周

子
医
師
の
残
し
た
功
績
を
、
改
め

て
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　

―

終―

　

―

大
井
沢
の
医
療
を
支
え
た
志

田
周
子
医
師
が
ど
ん
な
方
だ
っ
た

の
か
。
大
井
沢
の
住
民
と
の
関
わ

り
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

志
田
周
子
医
師
が
大
井
沢
村
に

帰
っ
て
き
た
当
時
の
様
子
に
つ
い

て
、
志
田
峰
雄
（
み
ね
お
）
さ
ん

と
志
田
賢
（
ま
さ
る
）
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

赴
任
し
て
何
年
か
し
て
か
ら
自

転
車
で
往
診
す
る
よ
う
に
な
っ
た

周
子
医
師
。
「
何
回
も
転
ん
だ
り

し
な
が
ら
練
習
し
て
い
た
よ
う
だ

っ
た
。
亡
く
な
る
二
年
く
ら
い
前

に
は
『
バ
イ
ク
に
乗
ろ
う
か
な
』

と
言
っ
て
い
た
」
と
、
賢
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

「
今
度
は
安
心
し
て
死
ね
る
」
。

峰
雄
さ
ん
は
、
祖
母
の
そ
ん
な
言

葉
が
耳
に
残
っ
て
い
る
と
言
い
ま

す
。
十
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
半

年
は
、
雪
が
道
を
塞
ぎ
、
陸
の
孤

島
と
呼
ば
れ
る
状
況
だ
っ
た
た
め
、

火
葬
す
る
た
め
に
必
要
な
死
亡
診

断
書
を
も
ら
う
に
も
、
町
場
の
医

者
ま
で
遺
体
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
当
時
、
医
者
が
赴
任
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
不

安
が
ひ
と
つ
消
え
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　

「
大
井
沢
と
い
う
特
殊
な
こ
の

地
で
尽
く
し
て
く
れ
た
」
「
偉
大

な
人
だ
っ
た
」
と
、
二
人
は
口
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　

学
校
医
、
村
医
と
し
て
献
身
的

に
取
り
組
ん
だ
周
子
医
師
。
そ
の

姿
は
、
今
も
な
お
大
井
沢
の
方
々

の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

志田峰雄さん 志田賢さん


